
あたりまえの風景に

あたりまえの生き物に

あたらしいときめきがある！

市立

 

自然博物館収蔵写真

博物館だよりはホームページでもご覧いただけます。http://www.city.ichikawa.chiba.jp/shisetsu/haku/
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　　　　東浜・広々とした海岸

　　　　くすのきのあるバス通りから
　　　　歩いて見つけた

Ｐ６　　展示室　飼育生物の話題
　　　　オオカマキリの卵塊
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　　　　9月～10月の記録
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Ｐ４　　花屋の花を観察する
　　　　ブルースター
　　　　　　　
　　　　　　　

・
３

いきもの
写真館



 

- 2 - 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【水が抜けない今年の田んぼ】 

今回は、秋の野草を楽しみに11月に田ん

ぼを訪れました。一度見に行ったら水が多

く花がなかったので、再度月末に訪れたの

ですが状況は同じでした。前日に雪が降っ

て都心では観測史上初めてという11月の

積雪がありました。ただその影響だけでは

なく、秋からずっと水が多い状態だったよ

うです。水がない場所もぬかるんでいて、

例年だと11月は運動靴で歩けるところが、

今年は長靴が必要な状態でした。期待して

いた秋の野草はほとんどなく、その分、タ

ネツケバナの青々とした株が一面に広が

っていました。秋を飛ばして早春の状態に

進んだかのようです。同じくスズメノカタ

ビラの株もよく目につきました。 

同じ場所を何度か訪れる 

田 ん ぼ の 1年 
11月25日 

11 月 25 日の田んぼ 

水が広くたまり、秋の野草は見られない。円内はタネツケバナの新しい株。 
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【秋に咲く田んぼの野草】 

秋の田んぼで見られる野草は１年草が

中心です。「１年草」というのは、種子が

発芽して成長し、花が咲いて実を結ぶまで

が１年未満と短く、結実後は枯れてしまい

タネだけが残る植物のことです。このうち

冬を越して生育する場合は「越年草」、生

育期間が２年以上におよぶ場合は「２年

草」と呼びます。これらに対し「多年草」

は、結実後、外見的には枯れたようになっ

ても植物体が死んだわけではなく、翌年以

降、同じ株がまた開花・結実する植物を言

います（中には、数年～十数年の生育期間

を経てたった１回だけ開花・結実して枯れ

てしまう１年草的な暮らしをするものも

あります）。 

今年は秋の野草が見られませんでした

が、普通ならタマガヤツリ、スズメノトウ

ガラシ、コナギ、キクモや水生シダのミズ

ワラビなどが見られます（下写真）。キク

モ以外はすべて１年草です。キクモも、田

んぼでは根っこを取り除かれるので、結果

的には毎年種子の発芽から始める１年草

的な暮らしをしていると思われます。 

１年草の群落は、すぐに多年草の群落に

とってかわられます。一度多年草が群落を

形成すると、１年草はその陰になって成長

が阻害されます。ですから、田んぼで行わ

れる除草作業が１年草の維持に大きく寄

与しています。田んぼの１年草の群落は、

稲作が放棄されるとたちまち消滅する「は

かない」植物群落でもあります。 

タマガヤツリ（2015 年） スズメノトウガラシ（2015 年） 

コナギ（2015 年） キクモ、ミズワラビ（2011 年） 



 

- 4 - 

 

 
 
 
 
 
 
 
ブルースターは人気の園芸植物です。青い

星形の花は、花瓶に活けるとおしゃれな感じ

が引き立ちます。ガガイモ科というあまりな

じみのないグループに属し、花にもガガイモ

科が持つ特徴が備わっています。観察対象と

しても興味深い花です。 

ブルースターの花を見ると、まず５枚の大

きな花びらが目につきます。ガガイモ科など

の合弁花類（花びらが一部でくっついて一体

化しているグループ）では、花びらを「花冠

（かかん）」とも呼びます。つぎに花の中心

を見ると、雌しべを取り囲んでいる部品に気

づきます。これを「副花冠（ふくかかん）」

と呼びます。大きな花冠を主とした場合の副

という意味です。副花冠が発達していること

はガガイモ科の特徴です。下の写真では図１

が花の全体、図２が副花冠のアップです。副

花冠は、スイセンの花でも発達しています。 

図3は花の断面です。雄しべと雌しべは全

体で１本の柱のような形状をしています。

「ずい柱」と呼び、ラン科でも知られる構造

です。花粉もラン科同様、「花粉塊」と呼ぶ

塊りにします。図４はつぼみの断面です。図

３や図４のようにブルースターの花を断面

で見ると、むしろ副花冠が主で、大きな花び

らの部分が副にも見えてきます。 

花屋の花を観察する 

ブ ル ー ス ター 

図１ 図２ 

図４ 図３ 
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くすのきのあるバス通りから №109 

  

 

 

 
ひがし はま 

東浜・広々とした海岸 
 

小晴日和の日に、東浜を訪れました。

ふなばし三番瀬海浜公園の砂浜は、歩き

進むと途中から市川市になります。広々

とした海岸の風景です。前面の干潟では、

シギやチドリの仲間が何かを探して、地

面をつついたり歩き回っていました。赤

いくちばしの数羽の鳥は、冬になると渡

ってくるミヤコドリでした。鳥たちはゆ

っくりと近づいても飛び立ってしまいま

すが、すぐ反対(背中)側の同じぐらいの

距離の場所に着地しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 葛飾八幡の付近を歩いていると、パ

キパキと何かを踏みました。あたりを

見ると伸び放題の木の辺りにたくさん

のドングリがあり、道路に転がってき

たものでした。葉はトベラぐらいの大

きさでピカピカしていて、枝が茂って

いてどのような樹皮かわかりません。

自然博の方に聞くと「ウバメガシです。

庭木として植えたのでは」とのこと。 

 境内のアスファルトの道路の上の黄

色い粉は何だろうと思い、上を見上げ

るとヒマラヤスギがあり、雄花を掃い

た後、花粉だけ残ったものでした。 

 

 

 

 

 

住宅地を歩くと皇帝ダリアが咲いて

いました。八幡、東菅野あたりのお屋

敷は更地、分譲、今風の新築住宅に変

わったところもありますが、崩れそう

な木造住宅もあります。菅野児童公園

の近くの藪のようになったお宅の庭で、

ウグイスの地鳴きを聞きました 

（M.M.） 

歩歩 いいてて見見 つつけけたた  

△マンション群をバックに、ミヤコドリが飛ぶ風景 

市川行徳は右手の方向、対岸の建物は浦安市。 

矢印の先に、ミヤコドリが８羽いる。 

←ウバメガシの 

どんぐり 
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飼育展示の長所のひとつに、野外ではまず出会えない場面を見ることができる点

があります。以前に紹介したカブトムシの蛹もそうですし、飼育ケースの中で餌の

ハエを食べるニホンアマガエル、メスのおなかに抱えられたアメリカザリガニの子

ども、バッタやナナフシの脱皮などもそうです。オオカマキリの産卵シーンも野外

では出会えない場面のひとつです。 

今年は９月 28日に産卵シーンがありました。展示室の方から「いま産んでるんじ

ゃない？」という声が聞こえるので行ってみると、飼育ケースのふたに真っ白な卵

塊ができあがりつつある最中でした。わたしたちがふだん目にするオオカマキリの

卵塊は、シュークリームの皮みたいなパサパサした質感です。ですが産むときはフ

ワフワの泡の状態で卵塊を作ります。「作る」という表現は違和感があるかもしれま

せんが、実際、やわらかな泡を絞り出しながらオオカマキリの卵塊特有の形を、体

を上下左右に動かすことで作っていきます。その様子はケーキ職人さんの腕さばき

のようです。飼育展示ならではの光景ですが、欠点は、それを見てほしい子どもた

ちが来ている時に産卵するとは限らない点といえるでしょう。 

 
 
No.11 

オ
オ
カ
マ
キ
リ
の 

 
 

 
 

 
 

卵
塊 

 



 - 7 - 

◆長田谷津より 

・ハシカグサは小さな植物で、ハコベの

花くらいの小さな白い花を咲かせます。

最近は他の植物に覆われて見えにくく

なっていましたが、梅雨前に草刈りを

した園路沿いの一部では群生して目立

っていました(9/4)。 

・自然体験学習の活動で、小学生がザリ

ガニの穴から大きな個体を引っ張り出

しました(9/14)。お腹には卵が山ほど

ついていました。 

・園路のすぐわきにあるエゴノキの実付

きがよく、ヤマガラが実を取りにせっ

せと通っていました(9/28)。双眼鏡な

しでもよく見えました。 

・暖かく晴れた日、園路の擬木にハラビ

ロカマキリが何匹か上がっていました

(10/18)。体色が灰色のものもいまし

た。 

◆大町より 

・畝(うね)を立てて落花生を作った小規模

な農園に、カラスが群がっていました

(10/13)。畝を崩して生の落花生をむ

しり取っていました。あたりには割ら

れた落花生の殻が散乱していました。 

  以上 金子謙一(自然博物館) 

◆動物園内より 

・博物館の建物の前にタヌキの糞があり

ました(9/13)。たくさんのドングリに

混じって、赤いものが見えました。よ

く見るとザリガニの殻でした。ザリガ

ニ釣り場のザリガニを狙っていたよう

です。 

   宮橋美弥子(自然博物館) 

◆真間山より 

・南側斜面林の民家の植え込みで、体長

７㎝ぐらいのアズマヒキガエルを見ま

した(9/3)。猛暑の中でもたくましく

生きているんですね。 

   M.T.さん 

◆坂川旧河口より 

・新しく掘られた池のほとりでタコノア

シが咲いていました(9/6)。江戸川河

川敷の土をひっくり返すと、タコノア

シや何種類かのカヤツリグサなどが目

覚めて群生します。 

・堤防のサイクリング路の縁や斜面に、

セイバンモロコシが一面に生えていま

した(10/6)。最近はススキでもオギで

もなくて、似た葉っぱのセイバンモロ

コシがよく見られます。 

◆中山より 

・10月下旬というのに、イチジクの枝で

キボシカミキリを見つけました(10/ 

26)。博物館の飼育では冬を越したこ

とがあります。耐寒性が強そうです。 

 以上 金子謙一 

◆江戸川放水路より 

・ダイサギ３羽が間隔をあけて、水の中

に立っていました(10/5)。人が側を通

ると飛び立ちますが、またすぐに戻っ

てきていました。 

   宮橋美弥子 

 

酷暑は収まっても暑い日が続きました。

秋雨前線などの影響で日照時間が少なく、

西日本では記録更新の少なさでした。10

月半ばにやっと秋らしくなりました。 
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行 事 案 内 
  

長 田 谷 津 散 策 会   お申し込みの必要はありません（雨天中止）。 

毎月１回、長田谷津(大町自然観察園)の四季折々の風景を楽しみます。 

・日 時   平成29年１月７日㊏、２月４日㊏、３月４日㊏、 

 午前10時～11時30分  

・集合場所  動物園券売所前 午前10時 

 

 季 節 を感 じる 散策会   お申し込みの必要はありません（雨天中止）。 

詳しくは、博物館に直接おたずねください。 

     テーマ            日  時            集合場所    

クロマツのある街なみ   12月18日㊐ 午前10時～11時30分   市川公民館入り口  

 

 自 然 講 座   お申し込みの必要はありません。直接会場へお越しください。 

・会 場  八幡市民談話室(国道14号線 本八幡駅前交差点角) 

・時 間  午後６時～８時 

・内 容  １月21日(土) 「花屋の花を観察する」     担当/金子 謙一  

      １月28日(土) 「街かど自然探訪」を取材して  担当/宮橋美弥子  

  

長長 田田 谷谷 津津 ボボラランンテティィアア    
    

湿地の環境整備 をお手伝いしてださいませんか。    （雨天中止） 

・日 時   12月25日㊐、平成29年１月29日㊐、２月26日㊐、午前10時～12時  

・集合場所  観賞植物園入り口 午前10時 

・はじめて参加される方は…湿地の中に入る作業もあります。作業内容や身支度、駐車場など

についてご案内いたしますので、ご面倒でもまずは博物館にお電話

でお問い合わせください。 

 

野 草 名 札 付 けを お手伝いしてくださいませんか。 (申し込み不要・雨天中止) 

・日 時  ３月５日㊐（12～２月はお休みです）午前10時～12時 

・集合場所 観賞植物園入り口 午前10時 
・自家用車をご利用の場合は、博物館までお電話で 

お問い合わせください。 第28巻 第５号 (通巻第167号) 

平成28年12月１日 発行 

編集・発行⁄市立市川自然博物館 

    (市川市教育委員会生涯学習部) 

〒272-0801千葉県市川市大町284番地 

☎047(339)0477 
http://www.city.ichikawa.chiba.jp/shisetsu /haku/ 

年末年始の開館日 

年内は 12 月 27 日まで 

年始は １月３日より 

開館いたします。 

http://www.city.ichikawa.chiba.jp/shisetu

